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■主　催

　日 本：文部科学省 ドイツ：家庭・高齢者・女性・青少年省 

■実　施 

　日 本：独立行政法人国立青少年教育振興機構　

　ドイツ：A1　国際ユースワーク専門機関 

　　　　　A2　ベルリン日独センター 

2025年度日独青少年指導者セミナー

実施報告書

参加者の声

（日本団）

どちらの国が良い、悪いではなく、そうなっている歴史や思

想、個人の見解まで包括的に学べたことは、ドイツ団との直

接話す機会があることのメリットだと感じました。（50代・

女性）

今回参加し、社会人になって、初めて出会う方々との2週間

の海外生活、戸惑いも多かったですが、それ以上に、学びの

方が何倍も勝る大変貴重な体験でした。（40代・女性）

最もよかったのはホームステイで、心からのおもてなし、草

の根の人間同士のコミュニケーションがとれたことは、一生

の宝です。（50代・男性）

視察を通して、日本国内における青少年指導者との意見交換

やプレゼンテーションを創り上げていく時間も大変貴重な経

験となりました。（30代・男性）

とても充実した２週間を過ごすことができました。当初ここ

まで内容の濃い視察は想定しておらず、結果、参加させて頂

き本当に良かったと思っています。ソーシャルワークに取り

組む多くの人に知ってもらいたい視察事業だと思います。

（50代・女性）
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交通手段

　■電車　

　　小田急線各駅停車　参宮橋駅下車　徒歩約7分

　　地下鉄千代田線　代々木公園駅下車　徒歩約10分

　■バス

　　京王バス　代々木5丁目バス停下車　徒歩約1分

　■車

　　首都高速4号線　代々木出入口約100ｍ

　　（大型バス）新宿出入口　約2km



日付 内容

DAY 1 5月24日（土） ドイツ出発

DAY 2 5月25日（日）
日本着/オリエンテーション　　　　　　　　

団ミーティング

DAY 3 5月26日（月） 講義（機構概要説明/こども家庭庁）

DAY 4 5月27日（火） 訪問（不登校支援団体/学習支援団体ほか）

DAY 5 5月28日（水） A1・A2合同訪問（プレーパーク）

DAY 6 5月29日（木） 熊本または福井へ移動/オリエンテーション

DAY 7 5月30日（金）
訪問（オルタナティブスクールほか）　　　　

ホストファミリー対面式

DAY 8 5月31日（土） ホームステイ

DAY 9 6月1日（日） ホストファミリー交流会

DAY 10 6月2日（月）
団体訪問（児童養護施設/自立援助ホーム/県

庁/特別支援学校）

DAY 11 6月3日（火） 東京へ移動/団ミーティング

DAY 12 6月4日（水） 自主研修

DAY 13 6月5日（木） 合宿セミナー/日本団との交流会

DAY 14 6月6日（金） 合宿セミナー/学習成果発表会

DAY 15 6月7日（土） 日本出発

日付 内容

DAY 1 10月27日（月） ドイツ到着

DAY 2 10月28日（火） オリエンテーション/夕食歓迎会

DAY 3 10月29日（水）
A1：訪問（ユースセンターほか）　　　　　　　

A2：アルテンブルクへ移動　

DAY 4 10月30日（木）
A1：ポツダムへ移動　　　　　　　　　　　　

A2：訪問（職業サービスセンターほか）

DAY 5 10月31日（金）
訪問（青少年移民サービスセンター/社会福祉・

青少年・保険局ほか）

DAY 6 11月1日（土） ホームステイ

DAY 7 11月2日（日） ホストファミリー交流会

DAY 8 11月3日（月）
A1：訪問（就労支援施設ほか）　　　　　　　

A2：ベルリンへ移動、訪問（スクールソーシャル

ワーカーほか）

DAY 9 11月4日（火） 訪問（ユースセンター/育児・家族相談所ほか）

DAY 10 11月5日（水）
A1：ベルリンへ移動　　　　　　　　　　　 

A2：訪問（ストリートソーシャルワーカー）

DAY 11 11月6日（木） 自主研修

DAY 12 11月7日（金） 学習成果発表会/合宿セミナー

DAY 13 11月8日（土）
合宿セミナー（日本団とディスカッション）

A1・A2合同夕食会

DAY 14 11月9日（日） ドイツ出発

DAY 15 11月10日（月） 日本到着

派遣

事業

■日　程：2025年10月27日（月）～11月10日（月） 

■参加者：A1　9名（団長1名、団員8名）

　　　　　A2　9名（団長1名、団員8名）

■訪問地域：ケルン、ポツダム、アルテンブルク、

　　　　　　ベルリン

受入れ

事業

■日　程：2025年 5月24日（土）

　　　　　　　　　　　　　～ 6月7日（土）　　　　

■参加者：A1　9名（団長1名、団員8名）

 　　　　  A2　8名（団長1名、団員7名）

■訪問地域：東京都、熊本県、福井県

学習成果発表会で感謝と決意を伝える

ドイツの青少年支援団体と質疑応答

団員同士で学びと思いのシェア

座学だけではなく、体験も大切です

青少年支援の現場を視察

子どもたちとの交流も魅力のひとつ

2週間の成果をプレゼンテーション

東京と地方、両方の取組を学べる

青少年の広い視野を養い、異なる文化を持つ人々と共に協調し

ていく態度などを育成するため、国内外の青少年及び青少年指

導者の国際交流を通じ、青少年の多様な文化の理解に向けた契

機を提供するとともに、成果を確認、分析し、広く普及するこ

とを目的とする。 

事業趣旨 研修テーマ
社会の課題や変化に対応するための青少年を対象とした取組

Ａ１：社会におけるすべての若者の平等な参加とエンパワーメント

Ａ２：子供と若者の貧困防止 －貧困に苦しむ子供と若者の社会的統合


